
　

近
年
の
少
子
化
の
影
響
等
に
よ
り
、平
成
十
六
～
二
十
四
年
に
、

分
校
四
校
を
含
む
一
四
校
の
県
立
学
校
が
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
各
学
校
で
保
管
さ
れ
て
き
た
学
校
資
料
も
一
部
を

除
き
、
散
逸
・
廃
棄
の
危
機
に
瀕
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
類
を
積
極

的
に
移
管
・
収
集
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
籍
簿
・
指
導
要
録
と
い
っ
た
生
徒
情
報
に
関
す
る
も
の
、
学

校
要
覧
な
ど
様
々
あ
る
学
校
資
料
の
一
つ
に
学
校
日
誌
が
あ
り
ま

す
。
現
在
で
も
各
学
校
で
綴
ら
れ
て
い
る
学
校
日
誌
に
は
、
学
校

の
日
常
が
客
観
的
に
記
さ
れ
、
各
時
代
の
学
校
を
取
り
巻
く
状
況

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
基
本
資
料
で
す
。

　

当
館
へ
移
管
さ
れ
た
広
島
工
業
高
等
学
校
（
現
県
立
広
島
工
業

高
等
学
校
）
の
学
校
資
料
に
は
、
昭
和
三
十
七
～
四
十
九
年
度
の

学
校
日
誌
が
一
三
冊
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
度
の
日
誌
で
は

「
学
校
封
鎖
さ
れ
る　

朝
六
・
〇
〇
頃
よ
り　

校
門
及
本
館
」（
十
二

月
二
十
三
日
）
と
い
う
記
述
が
目
を
引
き
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代

前
半
は
学
生
運
動
が
本
格
化
し
、
学
生
た
ち
に
よ
る
実
力
行
使
が

際
立
っ
た
時
代
で
す
。
こ
の
風
潮
は
高
校
生
へ
も
影
響
が
及
び
、

広
島
工
業
高
校
で
は
、
期
末
試
験
の
実
施
を
め
ぐ
り
、
高
校
生
が

学
校
封
鎖
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
に
も
「
広
島
工
高
で
本

館
封
鎖
」（『
中
国
新
聞
』
夕
刊
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
三

日
）
と
見
出
し
が
躍
る
、
写
真
入
り
の
記
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
日
誌
に
よ
れ
ば
、
同
校
で
は
、
十
二
月
初
旬
よ
り
二
学
期

の
期
末
試
験
に
対
し
、
一
部
の
生
徒
か
ら
延
期
の
意
見
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
生
徒
の
間
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
教
員
側
は
職
員
会
議

を
重
ね
た
結
果
、
予
定
通
り
十
八
日
か
ら
実
施
に
移
そ
う
と
し
ま

し
た
が
、
生
徒
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
実
施
し
た
た
め
、
試

験
第
一
日
目
に
は
二
百
人
以
上
の
生
徒
が
試
験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す

る
事
態
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
二
十
三
日
の
試
験
最
終
日
、

生
徒
に
よ
る
「
学
校
封
鎖
」
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
日
誌
は
学
校
資
料
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
学
校
の
歴
史

の
み
な
ら
ず
、
地
域
文
化
や
社
会
状
況
な
ど
を
知
る
上
で
重
要
な

歴
史
資
料
で
す
。
散
逸
・
廃
棄
か
ら
学
校
資
料
を
守
り
、
移
管
・

収
集
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。

（
三
浦 

豊
）

学
校
資
料
の
移
管
と
収
集

▼　 昭 和 44 年 12 月 23 日
（火）夕刊７面に掲載され
た，広島工業高等学校の「学
校封鎖」を報じる新聞記事。
立て看板に「本日バリ・ス
ト（バリケード・ストライキ）」
とある（『中国新聞縮刷版昭
和 44 年 12 月号』）。

◀　広島工業高等学校「学校
日誌」13 冊（広島県行政文書
S02-2013-124 ～ 136）。
▼　昭和44年12月23日の記
述。学校封鎖により試験中止，
二学期終了が生徒へ伝えられ
た（S02-2013-131）。
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広
島
県
立
文
書
館
の
航
空
写
真

　

飛
行
中
の
航
空
機
か
ら
専
用
の
カ
メ
ラ
を
用

い
て
地
表
面
を
撮
影
し
た
航
空
写
真
は
、
国
土

の
変
遷
を
詳
細
・
正
確
に
記
録
す
る
た
め
、
主

に
地
図
測
量
、
森
林
調
査
、
遺
跡
調
査
お
よ
び

軍
事
目
的
で
用
い
ら
れ
、
特
に
古
い
時
代
に
撮

影
さ
れ
た
航
空
写
真
の
資
料
的
価
値
は
高
い
と

い
え
ま
す
。

　

筆
者
は
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月

～
八
月
の
う
ち
十
日
間
、広
島
県
立
文
書
館（
以

下
、
文
書
館
と
い
う
）
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
実
習

を
行
い
、
広
島
県
全
域
を
撮
影
し
た
航
空
写
真

の
調
査
や
整
理
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
と
し

た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
直
後
か
ら
平

成
初
頭
、
お
よ
そ
五
十
年
に
わ
た
っ
て
撮
影
さ

れ
た
モ
ノ
ク
ロ
航
空
写
真
（
複
製
）
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
広
島
県
が
森
林
管
理
の
た
め
に
整

備
・
収
集
し
て
い
た
も
の
で
、
平
成
二
十
一
年

三
月
に
広
島
県
農
林
水
産
局
農
林
整
備
部
林
業

課
か
ら
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

整
理
で
、
そ
の
総
枚
数
は
一
七
、九
五
〇
枚
に

及
ぶ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
航
空
写
真
史

　

日
本
の
航
空
写
真
の
歴
史
は
、
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
の
西
南
戦
争
に
お
け
る
気
球
か
ら

の
偵
察
写
真
撮
影
と
い
う
記
録
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
に
陸
軍
が
初
め
て
飛

行
機
か
ら
の
撮
影
を
実
施
し
た
の
ち
、
大
正
時

代
に
は
海
外
か
ら
航
空
写
真
測
量
技
術
や
機
材

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、
航
空
写
真

は
長
く
陸
軍
の
管
轄
に
あ
り
、
そ
の
利
用
は
軍

事
目
的
が
最
優
先
で
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
連
合
国
軍
に
よ
る
被
占
領
期
に

は
、
日
本
の
機
関
に
よ
る
自
国
内
の
飛
行
お
よ

び
撮
影
は
禁
止
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
（
一
九
四

七
）
年
か
ら
翌
二
十
三
年
に
か
け
て
は
米
国
空

軍
が
日
本
全
国
の
航
空
写
真
を
撮
影
し
（
以
下
、

米
軍
写
真
と
い
う
）、
日
本
は
そ
れ
を
米
軍
か
ら

借
り
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
戦
後
間
も
な
い
日
本
の
森
林
・
林
業

政
策
は
、
森
林
の
早
急
な
回
復
に
絞
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る

軍
需
資
材
と
し
て
の
木
材
の
供
出
や
、
戦
後
の

復
興
資
材
と
し
て
の
木
材
の
膨
大
な
需
要
な
ど

に
よ
る
森
林
荒
廃
の
進
行
に
よ
り
、
国
土
保
全

機
能
の
低
下
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
借
り
受
け
た
米
軍
写
真

の
大
半
は
林
況
調
査
に
用
い
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。

　

昭
和
三
十
二
年
に
は
森
林
計
画
制
度
の
変
更

に
伴
い
、
標
準
地
法
に
よ
る
森
林
調
査
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
航
空
写
真
は
観
測
地
の

確
認
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
に

林
野
庁
と
国
土
地
理
院
の
航
空
写
真
撮
影
分
担

協
定
が
交
わ
さ
れ
て
か
ら
は
、
国
土
を
五
年
ご

と
に
撮
影
す
る
体
制
が
整
い
、
林
野
庁
は
主
と

し
て
山
地
部
を
、
国
土
地
理
院
は
主
と
し
て
平

地
部
を
撮
影
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
も
こ
の

協
定
に
基
づ
き
両
機
関
に
よ
る
概
ね
一
定
サ
イ

ク
ル
の
撮
影
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
全
域
航
空
写
真
の
特
徴

　

今
回
の
実
習
で
整
理
し
た
広
島
県
全
域
の
航

空
写
真
（
以
下
、
航
空
写
真
群
と
い
う
）
も
、

先
述
の
三
つ
の
機
関
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
す
。
撮
影
機
関
別
に
分
類
し
た
数
量
を
図

１
に
示
し
ま
す
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
林
野
庁
に
よ
る
撮
影
写

真
（
以
下
、
林
野
庁
写
真
と
い
う
）
で
、
全
体

の
お
よ
そ
六
八
％
を
占
め
ま
す
。
航
空
写
真
群

に
含
ま
れ
る
林
野
庁
写
真
の
撮
影
縮
尺
は
一
万

六
千
分
の
一
や
二
万
分
の
一
が
多
く
、
一
部
二

万
二
千
分
の
一
の
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
二
倍
な
い
し
は
二
・
五
倍
に
引
き

伸
ば
し
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
、
半
光
沢
の
印

画
紙
に
焼
付
さ
れ
て
お
り
、
写
真
サ
イ
ズ
は
一

部
を
除
き
四
九
・
五
×
五
一
セ
ン
チ
で
統
一
さ

れ
て
い
ま
す
。
林
野
庁
写
真
に
は
、
撮
影
エ
リ

▲ 航空写真のクリーニング作業

▲ 中性紙で写真保存ケースを作成

 

【
寄
稿
】

  
広
島
県
全
域
航
空
写
真

　  
―
森
林
管
理
に
利
用
さ
れ
た
航
空
写
真
―

　
　

学
習
院
大
学
大
学
院

　
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻　

千
代
田
裕
子
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ア
を
示
す
「
撮
影
地
区
番
号
」
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、「
第
二
佐
伯
」
地
区
、「
第
三
高
田
」

地
区
な
ど
番
号
の
あ
た
ま
に
「
第
」
が
付
く
も

の
は
、
ほ
ぼ
五
年
サ
イ
ク
ル
で
同
一
地
区
を
撮

影
し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、表
１
に
あ
げ
た
「
山
県
」
地
区
は
、

初
回
の
撮
影
が
昭
和
三
十
八
年
で
、
第
二
回
目

の
撮
影
は
四
年
後
の
昭
和
四
十
二
年
、
そ
し
て

そ
の
後
も
定
期
的
に
撮
影
を
続
け
て
お
り
、
お

よ
そ
三
十
五
年
間
の
地
表
の
変
遷
を
追
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

続
い
て
数
量
が
多
か
っ
た
の
は
航
空
写
真
群

の
お
よ
そ
二
五
％
に
あ
た
る
国
土
地
理
院
に
よ

る
撮
影
写
真
（
以
下
、
地
理
院
写
真
と
い
う
）

で
す
。
地
理
院
写
真
は
す
べ
て
二
倍
引
き
伸
ば

し
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
、
林
野
庁
写
真
と
同
様

に
半
光
沢
の
印
画
紙
に
焼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ズ
も
林
野
庁
写
真
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
一
部
縦
五
三
×
横
四
三
・
五
セ
ン
チ

の
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。
地
理
院
写
真
の
撮
影

地
域
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
尾
道
」
地
区
で

四
九
五
枚
あ
り
、
次
に
「
乃
美
」
地
区
の
四
〇

九
枚
、
そ
し
て
三
八
一
枚
の
「
府
中
」（
市
）
地

区
で
し
た
。

　

一
九
四
〇
年
代
後
半
に
集
中
的
に
撮
影
さ
れ

た
米
軍
写
真
に
は
、
戦
災
に
よ
り
焦
土
と
化
し

た
国
土
の
姿
や
、
森
林
荒
廃
で
禿
山
と
な
っ
た

山
地
部
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
の
被
害
状
況
な

ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
戦
後
の

貴
重
な
地
域
情
報
で
す
。
県
が
米
軍
写
真
を
入

手
し
た
経
緯
や
時
期
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
林
野
庁
や
地
理
院
写
真
と
比
べ
、
米
軍

写
真
に
は
色
鉛
筆
で
画
面
へ
の
書
き
込
み
が
目

立
ち
、
ま
た
セ
ロ
フ
ァ
ン
テ
ー
プ
や
広
告
紙
で

写
真
裏
面
の
四
隅
を
補
強
し
な
が
ら
使
わ
れ
た

跡
が
み
え
ま
す
。
米
軍
写
真
は
、
も
と
も
と
の

撮
影
目
的
が
異
な
る
た
め
、
森
林
管
理
に
は
適

さ
な
い
縮
尺
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技

術
・
機
材
・
材
料
な
ど
が
ま
だ
十
分
と
は
い
え

な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
貴
重
な
林
況
調
査
資
料

と
し
て
長
く
大
切
に
使
い
込
ま
れ
て
き
た
も
の

と
推
察
で
き
ま
す
。

　

文
書
館
に
は
、
県
が
実
施
し
た
森
林
測
量
業

務
に
関
す
る
行
政
文
書
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
請
求
番
号S1-2003-102

「
森
林

測
量
契
約
」
に
は
、
林
野
庁
写
真
で
あ
る
「
山

548

」
の
撮
影
事
業
に
か
か
る
文
書
が
綴
じ
ら

れ
て
お
り
、
撮
影
計
画
の
承
認
か
ら
実
施
、
さ

ら
に
は
事
業
の
成
果
物
で
あ
る
航
空
写
真
を
用

い
た
地
形
図
作
製
に
至
る
一
連
の
森
林
測
量
業

務
を
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
航
空
写
真
群
は

単
体
で
も
利
用
価
値
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
に
関
連
す
る
行
政
文
書
を
照
合
す
る
こ
と
で
、

県
の
森
林
行
政
史
の
一
端
が
垣
間
見
え
、
航
空

写
真
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

通
常
、
森
林
管
理
に
使
用
さ
れ
る
航
空
写
真

は「
森
林
情
報
」の
ひ
と
つ
と
し
て
都
道
府
県
、

市
町
村
、
林
業
事
業
体
等
で
個
々
に
所
有
・
蓄

積
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
書
館
に
お
い
て
閲

覧
・
利
用
が
で
き
る
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
い

え
ま
す
。
米
軍
写
真
や
地
理
院
写
真
に
つ
い
て

は
、
国
土
地
理
院
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
地
図
・
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
で
閲
覧

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
林
野
庁
写
真
は

森
林
情
報
の
利
用
者
以
外
、
ほ
と
ん
ど
目
に
す

る
機
会
の
な
い
も
の
で
す
。
複
製
と
は
い
え
、

す
で
に
製
造
中
止
に
な
っ
て
い
る
大
判
の
印
画

紙
に
手
作
業
で
焼
き
付
け
ら
れ
た
航
空
写
真
を

手
に
取
っ
て
、
広
島
県
全
域
の
地
表
の
変
遷
を

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

表 1　山県地区の撮影年
　　撮影地区番号 地区名 撮影年
山 321 ― 山県 昭和 38（1963）年
山 479 第 2 山県 昭和 42（1967）年
山 631 第 3 山県 昭和 47（1972）年
山 781 第 4 山県 昭和 52（1977）年
82 24 第 5 山県 昭和 57（1982）年
87 25 第 6 山県 昭和 62（1987）年
91 23 第 7 山県 平成 3（1991）年
97 26 第 8 山県 平成 9（1997）年

▲ 林野庁が昭和 38 年に撮影した航空写真
「カケ　山 321（ヤマガタ）C8-12　63.10.3　ヒロシマ」
山県郡加計町温井（現安芸太田町加計町温井）付近。写真中央付近，
太田川が「３」の字形に湾曲した辺りとその北に，平成 10 年（1998）
に温井ダムが完成し，森林が人工の龍姫湖に埋没するなど，付近の光
景が一変した。
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広
島
県
の
三み
よ
し次
と
島
根
県
の
江ご
う
つ津
を
結
ぶ

全
長
一
〇
八
・
一
㎞
の
Ｊ
Ｒ
三
江
線
は
、
平
成

三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
末
を
も
っ
て
全
線

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
緑
豊
か
な
江ご

う

の

川
の
渓
流
沿
い
を
静
か
に
走
る
こ
の
路
線
は
、

か
つ
て
は｢

政
治
路
線｣

と
も
呼
ば
れ
、
地
元
の

強
い
要
望
に
基
づ
く
陳
情
が
幾
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
中
、難
産
の
末
に
全
通
し
た
路
線
で
あ
る
。

　

こ
の
三
江
線
全
通
に
至
る
道
の
り
を
、
当
館

収
蔵
資
料
を
も
と
に
紐
解
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
江
北ほ

く
せ
ん線
・
南な
ん
せ
ん線
の
敷ふ
せ
つ設

　

地
元
・
関
係
自
治
体
が
作
成
し
た
数
多
く
の

陳
情
書
に
よ
る
と
、
陰
陽
連
絡
の
大
動
脈
と
し

て
、
三
江
線
敷
設
を
熱
望
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
は
、
社
会
福
祉
面
だ
け
で
な
く
、

産
業
開
発
の
培
養
線
と
し
て
の
役
割
、
と
く
に

中
国
山
地
の
膨
大
な
山
林
資
源
の
開
発
を
強
く

期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
陰
陽
両

地
区
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
る
経
済
振
興
、
さ
ら
に

は
観
光
文
化
の
振
興
に
も
欠
か
せ
な
い
重
要
路

線
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　

三
江
線
全
通
は
〝
父
祖
三
代
の
悲
願
＂
と
も

称
さ
れ
、
運
動
は
明
治
三
十
年
代
に
遡
る
。
本

格
的
に
建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
は
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
で
、
こ
の
時
建
設
線
と
し
て
認

め
ら
れ
、
帝
国
議
会
で
初
め
て
予
算
計
上
さ
れ

た
。
三
次
町
会
議
員
の
三
浦
正
（
の
ち
の
三
次

市
長
）
が
三
江
線
工
事
促
進
の
た
め
上
京
し
た

の
が
十
四
年
。
そ
の
翌
年
に
は
、
江
津
―
浜
原

間
の
三
江
北
線
敷
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　

三
江
北
線
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に

江
津
か
ら
川か

わ
ど戸
ま
で
が
開
通
し
た
。
六
年
に
は

石
見
川
越
、
九
年
に
は
石
見
川
本
、
十
年
に
は

石
見
簗や

な
ぜ瀬
ま
で
進
み
、
十
二
年
に
浜
原
ま
で
の

五
〇
・
一
㎞
が
開
通
し
た
。

　

一
方
、
三
江
南
線
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九

三
六
）に
三
次
―
式し

き
じ
き敷（
安
芸
高
田
市
高
宮
町
）

間
の
道
床
工
事
に
着
工
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
工

事
が
進
む
か
と
思
わ
れ
た
が
、
日
中
戦
争
勃
発

に
よ
り
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
工
事

中
止
と
な
っ
た
。

　

戦
後
い
ち
早
く
、
関
係
市
町
村
で
三
江
線
全

通
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
工
事
再
開

に
向
け
て
熱
心
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
鉄
道

建
設
審
議
会
が
約
二

九
億
円
で
三
江
線
の

着
工
を
運
輸
大
臣
に

答
申
。
翌
年
二
月
に

工
事
は
着
工
し
、
三

十
年
三
月
に
三
次
―

式
敷
間
が
開
通
し
た
。

全
通
に
向
け
て
、
残

る
区
間
は
浜
原
―
式

敷
間
の
四
〇
㎞
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

鉄
道
か
ダ
ム
か
―
電
源
開
発
問
題
の
浮
上
―

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
工
事
に
待
っ
た
を
か
け

る
大
き
な
問
題
が
浮
上
し
た
。
江
の
川
電
源
開

発
計
画
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
日
本
電
源
開
発
会
社
が
島
根

県
邑お

お
ち智
郡
大だ
い
わ和
村
都つ

が賀
行ゆ
き
（
邑
智
郡
美み
さ
と郷
町
）

の
高
梨
地
区
に
高
さ
六
八
ｍ
の
ダ
ム
を
築
き
、

中
国
地
方
最
大
の
人
造
湖
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ

に
九
万
二
〇
〇
〇
ｋ
ｗ
の
水
力
発
電
所
を
建
設

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
が
実

施
さ
れ
る
と
、高
田
郡
高
宮
町
（
安
芸
高
田
市
）

と
双ふ

た
み三
郡
作さ
く
ぎ
そ
ん

木
村
（
三
次
市
）
を
含
む
地
区
で

約
一
〇
〇
〇
戸
が
水
没
し
、
作
木
村
役
場
や
公

共
施
設
、
さ
ら
に
は
三
江
線
の
予
定
路
線
四
五

㎞
ま
で
も
が
水
没
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
度
に
は
式
敷

―
江ご

う
び
ら平
（
島
根
県
邑
智

郡
邑お

お
な
ん南

町
）
間
の
道
床

工
事
が
再
開
し
て
お
り
、

道
床
や
橋
脚
は
す
で
に

完
成
し
て
い
た
が
、
ダ

ム
問
題
と
の
競
合
を
受

け
て
、
工
事
は
中
断
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

地
元
で
は
こ
れ
を
受

け
て
反
対
運
動
が
激
化
し
た
。
三
江
線
全
通
促

進
期
成
同
盟
会
な
ど
が
、
地
元
住
民
の
意
を
受

け
て
広
島
県
な
ど
に
陳
情
を
行
い
、
ま
た
広
島

県
（
大
原
博
夫
知
事
）
も
、
島
根
県
（
恒
松
安

夫
知
事
）
と
共
同
歩
調
を
と
り
つ
つ
、

国
や
政
府
・
国
会
議
員
・
国
鉄
な
ど

に
対
し
、
ダ
ム
建
設
反
対
の
陳
情
を

繰
り
返
し
行
っ
た
。
た
だ
一
方
で
、

ダ
ム
に
よ
る
水
没
を
機
に
、
補
償
金

で
転
進
を
図
ろ
う
と
す
る
人
々
も
多

か
っ
た
。
ダ
ム
の
規
模
を
縮
小
し
、

三
江
線
予
定
地
を
山
側
へ
嵩か

さ

上
げ
す

る
と
い
う
、
言
わ
ば
両
立
案
も
示
さ

れ
る
中
、
地
元
住
民
の
中
で
も
ダ
ム

反
対
派
と
両
立
派
が
激
し
く
対
立
し
、

鉄
道
か
ダ
ム
か
で
世
論
が
大
き
く
二

分
さ
れ
た
。

運
輸
大
臣
の
現
地
視
察
と
混
乱

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
三
十
三
年
（
一

九
五
八
）
八
月
二
十
三
日
に
永
野
護ま

も
る

運
輸
大
臣
（
の
ち
の
広
島
県
知
事
永

野
厳い

づ
お雄
の
父
）
が
現
地
視
察
に
訪
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

収
蔵
文
書
展
に
よ
せ
て

　
三さ
ん
こ
う
せ
ん

江
線
全
通
へ
の
道

現在の三江線式敷駅

国鉄既成線
29 年度開業
工事未着工建設促進陳情区間
江川発電ダム湛水区間
9 万 kw 江川発電所建設地点

三江線と電源開発計画関係図（S01-90-509 を一部加工）

三江線工事現場（昭和 32.2）
（S01-90-509）
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広
島
県
で
は
、
大
臣
の
来
広
に
合
わ
せ
て
三

江
線
敷
設
の
推
進
を
訴
え
る
陳
情
書
を
提
出
し

た
。
県
と
し
て
は
、
電
源
開
発
の
必
要
性
を
認

め
つ
つ
も
、
地
元
住
民
六
〇
年
の
悲
願
で
あ
る

三
江
線
全
通
を
阻
害
し
、
住
民
の
生
活
基
盤
を

水
没
さ
せ
る
ダ
ム
建
設
に
は
賛
同
で
き
な
い
と

し
て
、
三
江
線
全
通
促
進
に
向
け
た
積
極
的
施

策
を
要
望
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
次
駅
に
到
着
し
た
永
野
大
臣
は
、
三
江
南

線
の
終
点
式
敷
駅
や
延
伸
予
定
の
口く

ち
ば羽
・
都
賀

な
ど
を
訪
れ
、
地
元
住
民
の
声
を
聞
い
た
後
、

口
羽
中
学
校
校
庭
で
三
江
線
県
民
大
会
に
出
席

し
た
。
鉄
道
・
ダ
ム
両
派
が
入
り
乱
れ
る
緊
迫

し
た
雰
囲
気
の
中
、
永
野
大
臣
は
「
三
江
線
と

ダ
ム
建
設
の
経
済
的
必
要
性
に
つ
い
て
県
民
の

気
持
ち
を
満
足
さ
せ
…
円
満
な
調
整
を
図
る
」

と
挨
拶
し
、
鉄
道
か
ダ
ム
か
の
問
題
に
つ
い
て

は
「
近
く
結
論
を
出
す
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
に
挨
拶
し
た
島

根
県
の
恒
松
知
事
が
「
鉄
道
全
通
は
県
民
多
年

の
要
望
で
あ
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
ダ
ム
賛

成
派
と
見
ら
れ
る
約
三
〇
〇
人
が
激
高
し
た
。

檀
上
の
知
事
に
詰
め
寄
り
、
知
事
も
こ
れ
を
一

喝
し
て
会
場
は
騒
然
と
な
っ
た
。
恒
松
知
事
は

挨
拶
を
途
中
で
拒
否
し
、
松
江
へ
帰
る
と
い
う

後
味
の
悪
さ
を
残
し
た
。

　

結
局
こ
の
電
源
開
発
計
画
は
、
昭
和
三
十
四

年
（
一
九
五
九
）
十
月
、
補
償
費
が
多
額
に
な

る
と
の
理
由
で
、
推
進
派
の
通
産
省
や
経
済
企

画
庁
が
ダ
ム
中
止
を
発
表
し
、
あ
っ
け
な
い
幕

切
れ
と
な
っ
た
。

赤
字
路
線
と
し
て
の
全
通
と
過
疎
化

　

三
江
線
の
敷
設
工
事
は
再
開
さ
れ
、
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月
三
十
日
に
は
、

三
江
南
線
の
三
次
―
口
羽
間
が
開
通
し
た
。

　

し
か
し
、
三
江
線
は
当
時
、
全
国
屈
指
の
赤

字
路
線
と
な
っ
て
い
た
。
三
江
南
線
の
営
業
係

数
（
一
〇
〇
円
の
収
益
に
対
す
る
経
費
）
は
七

七
〇
で
あ
っ
た
が
、
口
羽
ま
で
の
延
伸
で
一
〇

一
三
と
な
り
、
北
海
道
の
根こ

ん
ぽ
く北
線
に
次
ぐ
全
国

二
番
目
の
赤
字
路
線
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

国
鉄
側
は
三
江
線
の
全
通
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。

　

残
る
浜
原
―
口
羽
間
の
工
事
は
昭
和
四
十
一

年
（
一
九
六
六
）
一
月
に
着
工
さ
れ
た
が
、
工

事
さ
な
か
の
四
十
三
年
九
月
に
は
、
国
鉄
諮
問

委
員
会
が
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
を
求
め
た

意
見
書
を
国
鉄
総
裁
に
提
出
し
、
三
江
線
も
廃

止
勧
告
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
住
民

の
戸
惑
い
は
大
き
く
、
沿
線
市
町
村
の
廃
止
反

対
運
動
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

結
果
、
工
事
は
そ
の
後
も
継
続
し
、
昭
和
五

十
年
（
一
九
七
五
）
八
月
三
十
一
日
、
つ
い
に

浜
原
―
口
羽
間
の
新
線
が
開
通
し
、
よ
う
や
く

三
次
―
江
津
間
の
全
通
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
沿
線
は
す
で
に
過
疎
化
の
波
に
晒

さ
れ
て
い
た
。
ダ
ム
問
題
で
最
も
大
き
く
揺
れ

た
島
根
県
邑
智
郡
大
和
村
で
は
、
ダ
ム
問
題
発

生
時
六
〇
〇
〇
人
い
た
人
口
が
、
全
通
時
に
は

二
八
〇
〇
人
に
ま
で
激
減
し
て
い
た
。
広
島
県

の
沿
線
地
域
双
三
郡
作
木
村
も
、
六
三
〇
〇
人

か
ら
二
八
八
六
人
へ
激
減
し
、
県
内
で
一
、二

を
争
う
人
口
減
少
率
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鉄
道
を
取
り
巻
く
状
況
変
化

　

三
江
線
全
通
に
よ
る
沿
線
自
治
体
や
住
民
の

期
待
は
大
き
か
っ
た
。
全
通
す
れ
ば
、
坂
の
な

い
陰
陽
連
絡
の
最
短
路
線
と
し
て
、
急
勾
配
の

木
次
線
に
代
わ
り
、
年
間
に
農
産
物
一
万
三
三

七
〇
ト
ン
、
木
炭
・
パ
ル
プ
用
材
な
ど
の
林
産

物
一
四
万
一
一
二
〇
ト
ン
な
ど
の
貨
物
が
輸
送

さ
れ
、
ま
た
旅
客
面
で
も
、
島
根
県
の
三さ

ん
べ
さ
ん

瓶
山

や
志し

が
く学
・
湯ゆ
が
か
え抱
温
泉
な
ど
の
観
光
地
が
注
目
さ

れ
、
陰
陽
連
絡
の
動
脈
と
し
て
の
役
割
も
大
き

く
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
沿
線
地
域
の
過
疎
化
に
加
え
、
燃

料
革
命
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
は
、

三
江
線
全
通
に
よ
る
経
済
効
果
の
当
初
見
込
み

を
大
き
く
崩
し
て
い
っ
た
。
か
つ
て
の
三
江
北

線
の
ド
ル
箱
は
木
炭
輸
送
で
あ
っ
た
。
当
時
木

炭
倉
庫
の
な
い
駅
は
な
く
、
ホ
ー
ム
に
木
炭
を

積
む
こ
と
さ
え
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
約
二
万
ト
ン
あ
っ

た
輸
送
量
は
、
五
十
年
に
は
わ
ず
か
一
二
〇
ト

ン
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
全
通
後
の
旅
客
ダ
イ

ヤ
も
不
便
な
ま
ま
で
あ
り
、
陰
陽
の
連
絡
機
能

は
、
浜
田
―
広
島
間
を
三
時
間
半
で
結
ぶ
特
急

バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

　
「
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
」「
あ
の
議
論
（
ダ

ム
問
題
）
の
中
で
何
が
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
」

…
。
関
係
者
の
声
が
、
当
時
の
新
聞
記
事
に
い

く
つ
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
度
重
な
る
工
事
中

断
で
全
通
が
長
引
く
間
に
、
三
江
線
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
線
の

廃
止
と
バ
ス
輸
送
へ
の
転
換
を
柱
に
し
た
国
鉄

再
建
法
案
が
審
議
さ
れ
た
の
は
、
三
江
線
全
通

か
ら
わ
ず
か
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

三
江
線
の
苦
難
の
あ
ゆ
み
は
、
私
た
ち
に
、

県
北
の
鉄
道
が
ど
う
す
れ
ば
生
き
残
っ
て
い
け

る
の
か
、
重
た
い
課
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。

（
西
向
宏
介
）

永野運輸大臣の現地視察（昭和 33.8.23）（S01-90-754）
　上 2 枚：作木村にて（左上：住民の声を聞く永野大臣）
　左下：口羽中学校での県民大会　右下：ダム予定地にて

収蔵文書展　広島県の鉄道のあゆみⅡ
県北の路線を見つめる

期間 平成29年3月28日（火）～ 6月10 日（土）
場所 広島県立文書館展示室
関連行事　文書館講演会

（収蔵文書展に関連した内容を予定）
期日 平成 29 年５月 27 日（土）
場所 広島県立文書館研修・会議室
申込 電話・葉書・FAX・E メールで
　　 〒 730-0052　広島市中区千田町 3-7-47
　　　　　　　　　　　　　広島県立文書館
　　 TEL 082-245-8444　FAX 082-245-4541
　　 E-mail monjokan@pref.hiroshima.lg.jp
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古
文
書
整
理
の
手
順

　

当
館
で
は
約
二
四
万
九
千
点
（
平
成
二
十

八
年
三
月
）
の
古
文
書
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

古
文
書
整
理
に
つ
い
て
は
、
五
つ
の
原
則
を
中

心
に
「
文
書
館
の
し
ご
と
②
」（
一
七
号
）
で
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
整
理

の
具
体
的
な
手
順
を
、点
数
確
定
（
第
一
段
階
）

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
古
文
書
整
理
の
作
業
手
順
を
、

①
受
入
、
②
点
数
確
定
（
第
一
段
階
）、
③
整
理

担
当
者
決
定
、
④
第
一
次
整
理
、
⑤
第
二
次
整

理
、
⑥
目
録
刊
行
の
六
段
階
と
定
め
、
段
階
を

踏
ん
だ
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

文
書
の
受
入
れ

　

文
書
を
寄
贈
又
は
寄
託
で
受
け
入
れ
る
と
、

ま
ず
、
例
え
ば
、
一
九
八
八
〇
六
、
備
後
国
御

調
郡
尾
道
町
・
橋
本
家
文
書
と
い
う
よ
う
に
、

文
書
群
番
号
、
文
書
群
名
冠か

ん
し
ょ
う称・
文
書
群
名
を

付
与
し
ま
す
。
冠
称
は
、
こ
の
文
書
群
を
他
と

識
別
す
る
上
で
基
礎
的
な
管
理
情
報
と
な
り
ま

す
。
こ
の
「
橋
本
家
文
書
」
と
い
う
名
称
の
文

書
群
は
こ
れ
を
含
め
て
三
つ
あ
る
か
ら
で
す
。

　

受
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
文
書
群
の
母

体
が
家
で
あ
れ
ば
、
そ
の
家
で
は
ど
の
よ
う
な

家
業
や
役
職
を
勤
め
て
き
た
か
と
い
う
家
の
歴

史
、
ま
た
、
例
え
ば
、
先
祖
が
文
書
を
整
理
し

た
、
火
災
や
水
害
で
被
害
を
受
け
た
な
ど
、
文

書
群
の
管
理
・
保
存
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
当
主
か
ら
聞
き
取
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
は
文
書
群
を
理
解
す
る
上
で

役
立
つ
の
で
、
文
書
の
概
略
と
と
も
に
、「
寄
贈

（
寄
託
）
文
書
整
理
表
」（
非
公
開
）
に
ま
と
め

ま
す
。
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
場
所
や
、
そ

の
状
況
な
ど
も
撮
影
し
て
記
録
に
残
し
ま
す
。

　

点
数
確
定
（
第
一
段
階
）

　

こ
こ
で
の
作
業
は
、
受
け
入
れ
た
文
書
群
全

体
の
記
録
を
作
成
し
、
そ
の
点
数
を
確
認
す
る
、

い
わ
ば
本
格
的
整
理
を
前
に
し
た
予
備
調
査
で

す
。
原
則
と
し
て
受
入
れ
後
一
か
月
程
度
で
行

い
ま
す
。
点
数
の
少
な
い
文
書
群
で
は
省
略
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
で
は
現
状
記
録
の

原
則
（
整
理
す
る
前
の
状
態
を
記
録
す
る
）
を

守
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
受
け
入
れ
た
文
書
の
容
器
に
箱
番
号

を
付
け
ま
す
。
次
に
容
器
の
大
き
さ
（
縦
・
横
・

高
さ
）
を
計
測
し
、
そ
の
外
観
を
番
号
票
（
文

書
群
番
号
・
文
書
群
名
・
箱
番
号
）
と
と
も
に

撮
影
し
て
記
録
し
ま
す
。
次
に
容
器
の
蓋
を
開

け
て
、
容
器
内
の
文
書

の
ま
と
ま
り
（
包
・
袋
・

括
り
、
重
な
り
合
っ
た

文
書
な
ど
）
ご
と
に
便

宜
的
に
箱
番
号
の
枝
番

号
を
付
け
て
、
文
書
が

収
納
さ
れ
て
い
る
現
状

を
撮
影
し
ま
す
。
そ
し

て
枝
番
号
の
順
に
、
そ

の
文
書
の
ま
と
ま
り
を

容
器
か
ら
取
り
出
し
、

点
数
を
確
認
（
確
定
）

し
て
い
き
ま
す
。
文
書
を
取
り
出
す
際
に
は
、

文
書
の
原
秩
序
を
崩
さ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
す
。
底
の
深
い
容
器
の
場
合

は
、
数
層
に
わ
た
っ
て
積
み
重
な
っ
て
い
る
の

で
、
表
面
の
層
の
文
書
を
取
り
出
し
た
ら
、
そ

の
下
の
層
で
同
様
の
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

文
書
点
数
は
原
則
を
決
め
て
数
え
て
い
ま

す
が
、
文
書
の
形
状

は
、
紐
や
紙こ

よ縒
り
で

括
ら
れ
、
あ
る
い
は

袋
や
包
に
入
れ
ら
れ

る
な
ど
、
複
雑
で
多

様
で
す
。そ
の
た
め
、

次
の
第
一
次
整
理
の

段
階
で
細
か
く
整
理

を
進
め
た
結
果
、
点

数
の
変
更
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

点
数
確
認
と
同

時
に
、
容
器
か
ら
取

り
出
し
た
文
書
は
枝
番
号
ご
と
に
一
点
ず
つ
並

べ
て
撮
影
し
、
文
書
の
状
態
を
記
録
し
ま
す
。

　

第
一
段
階
の
整
理
に
つ
い
て
、
Ｋ
家
文
書
を

事
例
に
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｋ
家
の
場
合
、
文
書
は
木
箱
な
ど
に
入
れ
ら

れ
、
Ｋ
家
の
土
蔵
二
階
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
し

た
（
写
真
１
、
手
前
に
見
え
る
木
箱
が
写
真
２

の
箱
１
）。
箱
１
を
開
け
る
と
、袋
や
包
に
入
っ

て
い
る
文
書
や
、
紐
や
紙
縒
り
で
括
ら
れ
た
文

書
が
ぎ
っ
し
り
と
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。
写

真
３
は
、
箱
の
最
上
部
の
括
り
や
文
書
の
ま
と

ま
り
の
上
に
箱
の
枝
番
号
１
～
４
の
番
号
札
を

置
い
た
状
態
で
す
。
枝
番
号
２
の
括
り
を
箱
か

ら
出
し
て
み
る
と
、「
家
（
経
営
）」
と
書
か
れ

た
紙
と
一
緒
に
文
書
が
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
括
ら
れ

て
い
ま
し
た
（
写
真
４
）。
過
去
に
文
書
が
整
理

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
括
り
の
紐

を
解
き
、
文
書
を
順
番
に
並
べ
て
撮
影
し
た
も

の
が
写
真
５
で
す
。
こ
れ
に
は
Ｋ
家
の
経
営
帳

文
書
館
の
仕
事
⑰

　
受
入
れ
古
文
書
の
整
理

【写真 1】Ｋ家の蔵で保存された文書

【写真 2】Ｋ家文書箱 1 の外観

【写真 3】枝番号の番号札を置く

【写真 4】枝番号 2（括り）の外観



7

41号 広島県立文書館だより

簿
一
二
点
が
一
括
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

容
器
か
ら
取
り
出
し
た
文
書
は
、
一
点
ず
つ

刷は

け毛
や
集し
ゅ
う
じ
ん
き

塵
機
で
埃ほ
こ
りを
払
い
、
写
真
６
の
よ
う

に
、
破
損
状
況
や
、
虫
・
カ
ビ
の
被
害
な
ど
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
被
害
に
応
じ
た
処
置
も
行
い

ま
す
。
ク
リ
ッ
プ
や
ピ
ン
な
ど
の
金
属
類
や
輪

ゴ
ム
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
の
異
物
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
限
り
除
去
し
ま
す
。
ま
た
、
酸
性

紙
な
ど
、
劣
化
し
た
文
書
へ
の
対
処
も
行
い
ま

す
。乱
雑
に
括
ら
れ
て
折
れ
が
生
じ
た
文
書
や
、

無
理
に
箱
詰
め
し
た
た
め
型
崩
れ
し
た
文
書
な

ど
は
、
現
状
を
記
録
し
た
後
に
直
し
、
破
損
し

な
い
よ
う
に
Ｓ
Ｉ
Ｌ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
包
む
か
、

中
性
紙
の
封
筒
に
収
納
し
て
、
中
性
紙
の
保
存

箱
に
移
し
替
え
ま
す
。

　

Ｋ
家
文
書
の
箱
１
で
は
、
容
器
の
枝
番
号
１

か
ら
４
ま
で
の
点
数
を
確
認
し
た
後
、
最
下
層

の
六
層
目
（
枝
番
号
21
）
ま
で
同
じ
作
業
を
行

い
、
文
書
の
点
数
確
認
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
確
定
し
た
文
書

群
の
名
称
と
点
数
情
報
は
事
業
年
報
に
掲
載
し
、

閲
覧
室
に
開
架
す
る
「
収
蔵
文
書
群
一
覧
」
に

追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
文
書
群
の
概
要
紹
介
文

を
付
け
て
文
書
館
だ
よ
り
で
公
表
し
ま
す
。

　

整
理
担
当
者
決
定

　

こ
こ
で
は
、
整
理
責
任
者
を
決
め
、
文
書
の

現
状
を
考
慮
し
て
、
第
一
次
整
理
の
具
体
的
な

方
法
と
規
則
を
定
め
ま
す
。

　

文
書
点
数
の
多
寡
や
破
損
・
劣
化
の
状
態
は

整
理
方
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
整
理
担

当
者
は
そ
れ
を
見
極
め
、
具
体
的
な
整
理
方
針

を
「
整
理
計
画
ノ
ー
ト
」
な
ど
に
ま
と
め
ま
す
。

　

第
一
次
整
理

　

こ
こ
で
の
作
業
は
、
文
書
を
一
点
ご
と
に
整

理
し
、
番
号
を
付
し
て
仮
目
録
を
作
成
し
、
そ

れ
を
公
表
し
て
出
納
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
文
書
番
号
は
原
則
と
し
て
整
理
し
た
順

番
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
仮
目
録
は
文
書
番
号

順
に
配
列
し
、
項
目
編
成
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

袋
や
包
、
括
り
な
ど
の
集
合
体
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し

て
詳
し
い
内
訳
は
省

略
し
、
内
訳
点
数
だ

け
を
正
確
に
記
録
し

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

目
録
の
備
考
欄
で
叙

述
し
ま
す
。
内
訳
が

容
易
に
整
理
で
き
る

も
の
は
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
第
一
次
整

理
で
は
、
整
理
担
当

者
が
、
受
入
れ
の
際
に
寄
贈
（
寄
託
）
者
か
ら

聞
き
取
っ
た
家
や
文
書
に
関
す
る
情
報
や
、
文

書
整
理
の
過
程
で
知
り
得
た
知
見
を
も
と
に
文

書
群
概
要
を
記
述
し
ま
す
。
概
要
に
は
文
書
群

名
・
請
求
記
号
の
ほ
か
、
そ
の
出
所
、
出
所
地

名
、
分
量
、
収
蔵
ま
で
の
経
緯
、
文
書
の
年
代
、

文
書
群
の
母
体
と
な
っ
た
家
や
組
織
の
歴
史
、

検
索
手
段
、
記
述
年
月
日
・
記
述
者
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
文
書
群
概
要
は
利
用

者
が
自
分
の
探
し
た
い
文
書
に
行
き
着
く
ま
で

の
ガ
イ
ド
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
一
次
整
理
が
完
了
す
る
と
、
文
書
群
概
要

を
付
し
た
仮
目
録
を
閲
覧
室
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/site/
m

onjokan/sub6.htm
l

）
を
通
じ
て
公
表
し

ま
す
。

　

第
二
次
整
理
と
目
録
刊
行

　

第
二
次
整
理
で
は
、
文
書
群
の
成
り
立
ち
や

構
造
の
分
析
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

文
書
群
全
体
に
つ
い
て
の
正
確
な
記
述
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
目
録
刊
行
で
は
、
第
二
次
整
理
の
結
果

に
基
づ
き
、
分
か
り
や
す
く
表
現
し
た
目
録
が

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
平
成
五
年
度
か
ら
十
三
年
度
ま

で
、
収
蔵
文
書
目
録
を
八
冊
刊
行
し
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
第
一
次
整
理
を
優
先
的
に
進
め
て
い

ま
す
。　

（
西
村　

晃
・
下
向
井
祐
子
）

高こ
う
ろ路
家
文
書
（
寄
贈
）

　

高
路
家
で
は
沼
田
郡
宮み

や
の野
村
庄
屋
、
安
佐
郡

宮
野
村
の
村
会
議
員
を
務
め
た
。
江
戸
時
代
の

文
書
は
少
な
く
、
明
治
・
大
正
期
の
土
地
関
係

書
類
や
、
万
記
簿
・
万
覚
帳
な
ど
、
七
八
七
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
一
）

平
岡
家
文
書
（
寄
贈
）

　

七
言
絶
句
（
山
下
舊
作
石
埭
居
士
）
と
彩
色

画
、
襖ふ

す
ま下
張
り
文
書
な
ど
四
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
二
）

箕み
の
う
ら浦
家
文
書
（
寄
贈
）

　

箕
浦
家
は
広
島
藩
士
で
、
元
祖
は
慶
長
十
九

年
（
一
六
一
四
）
に
死
去
し
た
箕
浦
小
兵
衛
。

家
系
図
、
知
行
目
録
、
勤
書
、
武
道
免
許
状
、

尋
常
小
学
校
や
県
立
広
島
商
業
学
校
修
業
証
書
、

饒に
ぎ
つ津
神
社
三
百
年
祭
、
追つ
い
え
ん遠
会
な
ど
旧
広
島
藩

士
関
係
資
料
な
ど
、
五
一
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
三
）

栗く
り
す栖
家
文
書
（
寄
贈
）

　

栗
栖
家
で
は
、
山
県
郡
中な

か
つ
つ
が

筒
賀
村
で
江
戸
時

代
か
ら
明
治
に
か
け
て
紙
を
生
産
し
、
そ
の
後

は
水
車
に
よ
る
粉こ

な
ひ
き挽
業
を
営
ん
だ
。
証
文
類
や

社し
ゃ
そ
う倉
関
係
資
料
、
地ち
な
み並
帳
や
地
券
台
帳
な
ど

一
五
一
点
。 

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
四
）

清し
み
ず
た
か
お

水
高
雄
文
書
（
寄
贈
）

　

沼
田
郡
八や

ぎ木
村
出
身
の
清
水
高
雄
は
、
昭
和

十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
歩
兵
第
十
一
連
隊
へ

入
隊
し
て
日
中
戦
争
に
従
軍
し
た
。
同
年
九
月

か
ら
翌
年
九
月
ま
で
の
「
従
軍
手
帖
」
原
本
と
、

平
成
二
十
七
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書

【写真 5】枝番号 2 の点数確認

【写真 6】第一段階整理の様子
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41号広島県立文書館だより

遺
族
が
刊
行
し
た
翻
刻
本
、
二
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
五
）

谷
口
博
資
料
（
寄
贈
）

　

谷
口
博
は
、
本
家
の
佐
伯
郡
皆み

な
が賀
村
庄
屋
、

谷
口
家
文
書
を
も
と
に
郷
土
史
を
研
究
し
、
発

表
し
た
。
そ
の
研
究
著
作
類
（
謄
写
版
・
ワ
ー

プ
ロ
印
刷
）
二
六
種
三
一
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
六
）

垰た
お
さ
か坂
道
子
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

垰
坂
道
子
氏
は
、
広
島
市
水か

こ主
町
に
あ
っ
た

旧
県
立
広
島
病
院
の
看
護
婦
。
被
爆
当
時
は
安

佐
郡
祇
園
町
の
三
菱
重
工
広
島
診
療
所
で
勤
務

し
、
被
爆
者
の
救
護
活
動
に
従
事
し
た
。
病
院

の
被
爆
死
没
者
・
生
存
者
名
簿
や
、
看
護
婦
ら

が
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
同
氏
が
証
言

し
た
証
明
書
な
ど
三
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
七
）

前
家
文
書
（
寄
贈
）

　

前
家
は
佐
伯
郡
多
田
村
庄
屋
ま
た
は
給
庄
屋
。

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）「
佐
伯
郡
多
田
村
御

留
山
御
用
炭
御
免
許
願
上
書
」
一
点
。

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
八
）

松
崎
家
文
書
（
寄
贈
）

　

奴ぬ

か可
郡
森
村
松
崎
家
は
、
明
治
年
間
に
森

村
・
田
黒
村
聯れ

ん
ご
う合
村
会
議
長
、
八や
は
た幡
村
会
議
員

を
務
め
た
。
議
案
類
、
酒
造
業
関
係
文
書
、
子

供
の
学
業
に
関
す
る
文
書
類
や
書
簡
な
ど
二
五

三
点
。 

（
請
求
番
号
二
〇
一
五
〇
九
）

　

こ
の
ほ
か
、
広
島
市
・
永
井
彌
六
氏
収
集
文
書

（
寄
託
、
一
九
九
四
〇
一
）
九
九
〇
点
（
高
田
郡

三
田
村
資
料
な
ど
）、
高
田
郡
土は

じ師
村
・
岡
崎
家

文
書
（
寄
贈
、一
九
九
九
一
二
）
三
三
五
点
（
土

師
ダ
ム
・
岡
崎
家
図
面
、
地
券
な
ど
）、
山
県
郡
加

計
村
・
井
上
家
文
書
（
寄
託
、
二
〇
〇
七
〇
九
）

二
一
三
点
（
書
簡
、
銃
後
奉
公
会
資
料
等
）、

広
島
浅
野
家
家
中
・
橋
本
家
文
書
（
寄
贈
、

二
〇
〇
八
〇
四
）
二
一
点
（
フ
ラ
ン
ス
の
絵
入

新
聞
「
ル
・
モ
ン
ド
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
」
誌
）、

兼
田
文
隆
氏
所
蔵
資
料
（
寄
贈
、
二
〇
一
二
一
一
）

四
八
〇
点
（
京
都
映
画
株
式
会
社
製
作
の
観
光

映
画
等
の
フ
ィ
ル
ム
原
版
）、
賀
茂
郡
高
屋
東

村
・
高
橋
家
文
書
（
寄
贈
、
二
〇
一
三
〇
二
）

九
八
点
（
村
絵
図
・
郡
村
絵
図
、
辞
令
な
ど
）、

が
追
加
さ
れ
た
。
な
お
、
合
計
古
文
書
は
見
直

し
も
あ
り
、
二
六
一
、〇
九
九
点
と
な
っ
た
。

５
月
19
日    
東
広
島
郷
土
史
研
究
会
古
文
書

研
究
会
が
施
設
見
学

５
月
29
日    

平
成
27
年
度
広
文
協
総
会

６
月
６
日   

文
書
館
講
演
会

６
月
12
日    

文
書
調
査
員
会
議

６
月
13
日    

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

６
月
27
日    

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
広
島
東
照

宮｢

通
り
御
祭
礼｣

展
〜
二
百
年

振
り
に
復
活
す
る
城
下
町
の
祭

り
〜
」

７
月
18
日    

続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

７
月
22
日    

職
場
体
験
学
習
の
中
学
生
３
名

受
入

８
月
４
日    

安
田
女
子
大
学
学
外
実
習

８
月
７
日    

香
川
県
立
文
書
館
長
ら
が
視
察

８
月
31
日    

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
３
名
受
入

　
　
　
　
　

 『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
13

号
発
行

９
月
17
日    

広
島
市
立
中
央
図
書
館
企
画
展

「
広
島
東
照
宮｢

通
り
御
祭
礼｣

展
」
を
共
催

10
月
１
日    

広
文
協
第
１
回
研
修
会

10
月
５
日    

特
別
展
示
「
広
島
か
ら
世
界
へ 

〜
移
住
者
の
歴
史
と
現
在
」

10
月
20
日    『
広
島
県
史 

年
表
』
の
う
ち
、
考

古
か
ら
中
世
ま
で
の
「
年
表
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

11
月
７
日    

広
島
大
学
「
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー

二
〇
一
五
」（
14
日
も
）

11
月
20
日    

保
存
管
理
講
習
会

12
月
11
日    

県
庁
選
別
文
書
を
中
間
書
庫
へ

搬
入

１
月
５
日    

広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研

究
科
大
学
院
生
実
習

１
月
12
日    

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
収
蔵
資
料

で
見
る｢

年
始｣

の
歴
史
」
展

２
月
16
日    

広
文
協
第
２
回
研
修
会

２
月
26
日    

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
保
存
管
理
講

座
に｢

文
書
の
虫
害
対
策
と
保
存

環
境｣

、｢

資
料
の
所
在
調
査｣

を

掲
載

３
月
13
日    

文
書
館
だ
よ
り
40
号
発
行

３
月
14
日    『
広
島
県
立
文
書
館
資
料
集
』
９

発
行

３
月
28
日    
収
蔵
文
書
展
「
広
島
県
の
市
町
村

合
併
」

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り　

第
四
十
一
号

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月
十
七
日
発
行

編
集
発
行　

広
島
県
立
文
書
館

　
　
　
　
　

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電　
　

話　

〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

〇
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp

　
　
　
　
　

/site/m
onjokan/

印　
　

刷　

今
谷
印
刷
株
式
会
社

利
用
案
内

■
開
館
時
間

　

＊ 

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
17
時

　

＊ 

土
曜
日　
　
　

９
時
〜
12
時

■
休
館
日

　

＊ 

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

　

＊ 

年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

■
交　
　

通

　

＊  

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
バ
ス（
ベ
イ
シ
テ
ィ

経
由
広
島
港
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方
面

行
き
）
で
「
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
前
」

下
車
、
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由

広
島
港
行
き
）
で
広
電
本
社
前
下
車

約
五
〇
〇
m
、
県
情
報
プ
ラ
ザ
２
F

平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
で
き
ご
と


